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２Ｈ１１ 

イノベーションを含む新聞記事のテキストマイニング分析 

 

 
○山口佳和（千葉工業大学） 

 

 
 
1. はじめに 
科学技術に関連する政策や研究において、イノベーションが重要なキーワードになっている。かつて

は、昭和 31 年年次経済報告(1956 年経済白書)[1]に「このような投資活動の原動力となる技術の進歩と

は原子力の平和的利用とオートメイションによって代表される技術革新(イノベーション)である」との

記述があったように、イノベーションと技術革新が区別されないまま用いられることがあった。現在で

は、政策だけでなく法令用語としても用いられ、また新聞などでもよく見かけるようになり、政策や社

会に広く普及した用語となっている。 
本研究では、このイノベーションという用語が、政策や社会にどのような経緯を経て普及してきたか

に焦点を当てる。新聞記事を資料として用い、イノベーションという用語がどのように登場してきたか

を分析することを試みる。それにより、イノベーションの普及の経緯を明らかにするとともに、イノベ

ーションの利用や政策を検討する上で有用な示唆が得られることを期待する。 
 
2. 研究目的 
本研究の目的は、イノベーションを含む 1990 年以降の新聞記事を収集し、テキストマイニングなど

を用いて分析して、イノベーションがどのようなトピックスの中で登場し普及してきたかという経緯を

明らかにすることである。 
 
3. 研究方法 
ヨミダス歴史館[2]を検索して、イノベーションを含む記事を収集する。テキストマイニングツールで

ある KH coder[3]を用いて、収集した記事から頻出単語を抽出する。頻出単語を記事との関係から、い

くつかのクラスターに分類する。クラスターと年との関係を分析する。以上の分析結果に基づいて、イ

ノベーションが普及してきた経緯を明らかにする。 
 
4. 分析結果 
全文検索、全国版記事、1990 年 1 月 1 日から 2014 年 12 月 31 日までを条件に検索したところ、1,051

件を収集することができた。図 1 に記事数の推移を示した。記事数は 2004 年以降に増加し、2007 年に 
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101 件に達した後、減少して 2009 年に 32 件まで落ち込んだ。2010 年以降は増加して 2013 年にピー

クの 160 件に達し、2014 年は 125 件とやや落ち着いた。落ち込んだ時期はあるものの、ここ 10 年間

ほどは、新聞記事にイノベーションが登場することが多くなったと言える。 
  1,051 件の記事から、頻出単語を抽出した。最小出現回数と最大登場文書数による抽出単語数を表 1
に示した。多くの文書に登場するトピックスを表さない一般的な単語をなるべく抽出しないようにする

こと、少ない登場回数であってあまり重要でないトピックスを表す特殊な単語をなるべく抽出しないよ

うにすること、さらに重要なトピックスを表す単語を漏れなく抽出することを考慮した結果、最小出願

回数を 280、最大登場文書数を 385 とした。その結果、157 語を抽出することができた。 

 
  157 語にはまだ一般的な単語や特殊な単語が依然として含まれているため、記事の内容などから判断

して 55 語を除いた。表 2 に 102 語の抽出単語一覧を示した。登場回数の最大は大学の 1,695、次いで 
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科学の 1,516、医療の 1,449 であった。登場文書数の最小はファンドの 30、次いでオープンの 66、年

金の 81 であった。 
  102 語をクラスター分析した。データはどの記事にどの単語が何回登場するかを用い、分析条件はユ

ークリッド距離、ウォード法とした。その結果、10 クラスターに分類することができた。表 3 にクラ

スターと含まれる単語を示した。クラスターに含まれる単語とそれらの単語が多く含まれる記事の内容

から判断して、クラスター名を付けた。10 クラスターは、政策、制度改革、国際関係、海外投資、医療

特区、人材教育、ビジネス、プロジェクト、市場、制度となった。最大のクラスターはプロジェクトで、

単語数が 23、単語出現回数が 11,360 であった。最小のクラスターは国際関係で、単語数が 3、単語出

現回数が 932 であった。 

 
  クラスターに含まれ単語の登場回数を分析した。図 2 にクラスター別割合の推移を示した。どのスタ

ーの割合がどの年に多いかまたは少ないかが分かった。ただし、クラスターと年の関係は非常に複雑な 

 



― 897―

ものになったため、さらなる明確化が必要であると考えた。 

クラスターと年の関係をより明確にし可視化するため、双対尺度法を用いた分析を行った。図 3 に分

析結果を示した。近い関係にある年またはクラスターが、近くにプロットされている。1991 年とビジ

ネス、1992 年と市場、制度、1994 年と人材教育、1997 年と制度、2000 年とビジネス、2001 年と政策、

制度改革、国際関係、2002 年とプロジェクト、2005 年と海外投資、2011 年と医療特区、2012 年と制

度、2013 年と医療特区、2014 年とプロジェクトが近い関係にあることが分かった。すなわち、イノベ

ーションを含む新聞記事の主要なトピックスが、以上のように変遷してきており、イノベーションとい

う用語がそうした経緯を経て普及してきたと言える。 

 
 

5. まとめ 

イノベーションという用語が、どのような新聞記事のトピックスの中で取り上げられてきたかを分析

することにより、現在のように普及するに至った経緯を明らかにした。 

今後は、予算書、計画書、報告書、プロジェクト評価書、白書などの政策に関する様々な文書につい

て、イノベーションがどのようなトピックスの中で取り上げられているかを、テキストマイニングなど

を用いて分析することが課題である。 
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